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べるためにReceiver operating characteristic（ROC）解析を行った。 
結果 
 WB分析によりGCFサンプル中にGAが同定された。GCF中GAレベルは、総量分析と濃度分析
で、DM群とDM-P群において非糖尿病群（H群、CP群）よりも有意な高値を示した。GCF中カ
ルプロテクチンレベルは、総量分析でCP群とDM-P群において非歯周炎群（H群、DM群）よ
りも有意に高い値を示した。GCF中GAレベルと血中HbA1c値および血中GA値との間には有意
な正の相関関係が認められた。ROC解析の結果、GCF中GAレベルのROC曲線下面積値は、GA
総量では0.842(95％CI：0.791-0.893)、GA濃度では0.798 (95%CI：0.740- 0.856)であっ
た。また、最適カットオフ値はGA総量で6.00μg/site (感度82.5％、 特異度66.9％)、GA
濃度で5.13μg/μl(感度75.2％、 特異度71.1％)であった。 
 
結論 
GCF中にGAが存在し、そのレベルは糖尿病患者において高値を示した。GCF中のGAとカルプ
ロテクチンの測定は糖尿病関連歯周炎を予測するのに有用である可能性が示唆された。 
 
